
新規 空き家適正管理促進事業
15,000千円

　空き家の解体が進まない状況を踏まえ、
危険空き家の解体に要する経費に補助を行
い、市民の生活環境の保全、安全・安心な
まちづくりを推進します。

安全で快適に暮らせるまちづくり

戦略５
生活・環境

　安心・安全な暮らしの確保と、「市民が主役」のまちづくりを進めるため、防災・減災対策の充
実・強化や、インフラの整備、地域住民や町内会、ＮＰＯが主体的にまちづくりに取り組む環境
づくりなどに取り組みます。

拡充 環境対策推進事業
6,500千円

　浜田・高須海岸のウミガメ産卵個数が増
加していることから、環境保全のシンボル
であるウミガメのふ化場の整備を行い、環
境保全の啓発活動を行います。

５０事業　１０億２，１３１万１千円

●主な事業
○美里吾平の自然・歴史・文化
　を生かした交流促進事業　
　（新規）　　　  ＝5,677千円
○星がきらめき人が輝く「と
　きめきハイランド」事業
　（新規）　　　  ＝2,550千円
○串良地域まちづくり推進事
　業（新規）　　  ＝4,138千円
○畜産臭気緊急特別対策事業
　（拡充）　　　  ＝6,104千円
○地域コミュニティモデル推
　進事業（拡充）  ＝7,256千円

新規 “本気”で語ろう会
260千円

　様々な活動を行っている市民と市長が意
見交換を行い、現状の相互理解を深めると
ともに、市民の声を市政に反映させるため、
年 30回程度開催します。

もっと身近な、もっと熱い、もっと分かり易い市政運営
市政運営の
スタンス

　５つの戦略の実現に向けては、市民の皆さんの声を市政に反映させ、政策を的確かつ迅速
に推進します。

新規 地域経済分析調査事業
8,640千円

９事業　３，８９２万８千円

●主な事業
○庁舎空きスペース有効活用
　事業（新規）　  ＝4,330千円
○人事評価制度導入事業
　（新規）　　　  ＝5,000千円
○申告受付システム導入事業
　（新規）　　　  ＝3,390千円

特集

副市長２人制の導入など
市役所の組織を再編しました

組織再編

　様々な政策課題に戦略的かつスピーディに取り組むため、副市長２人制の導入や市長公室
の新設など、組織体制を強化して市政運営を推進します。

新部名 新課名 フロア

市長公室
政策推進課（新規）

本庁舎３階広報広聴課（新規）
地域活力推進課（新規）

総務部

総務課
　-行財政改革推進室-
　（統合設置） 本庁舎５階

情報行政課

財政課 本庁舎３階

税務課
本庁舎１階

収納管理課

市民生活部

生活環境課

本庁舎５階
市民課
　-男女共同参画推進室 -
市民スポーツ課
（教育委員会から移管）
安全安心課 本庁舎３階

農林商工部

産業振興課

本庁舎２階

農林水産課
畜産課
農地整備課

商工観光課

○再編後（７月１日から）
旧部名 旧課名

総務部

総務課
-庶務改革推進室-（統合）
秘書広報課（変更）
安全安心課　　　　
情報行政課

企画財政部

企画調整課（変更）
財政課
税務課
収納管理課
行財政改革推進課
（庶務改革推進室と統合）

市民環境部

生活環境課

市民課

市民活動推進課（廃止）
　-男女共同参画推進室 -

農林商工部

産業振興課

農政水産課（変更）
畜産林務課（変更）
農地整備課

商工観光課

○再編前

市民生活部へ

総務部へ

総務部へ

総務部へ

総務課へ

市民課へ

　鹿屋市の経済の仕組みや産業の構成を分
析し、イベントや公共事業等により発生す
る経済波及効果等のシミュレーションを行
います。

組織 ７月から市役所の組織が一部変わりました

新 副市長を紹介します

▲　６月 26 日、鹿屋市議会最終本会議にてあいさつ
　　する福井 逸人副市長

福
ふくい

井  逸
は や と

人 氏　（41歳）

　６月 26日、鹿屋市の副市長に福井 逸人氏が選任さ
れ、７月 16日から就任します。

●略歴　
東京大学法学部卒業後、平成８年に農林水産省に入省
し、農村振興局整備部土地改良企画課課長補佐、生産
局畜産部食肉鶏卵課課長補佐、消費・安全局総務課課
長補佐を歴任。

平成26年度  施政方針施政方針と６月補正予算６月補正予算
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